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「親としての自信」を支援するために
―宗像市子育て支援センターの活動から―

桑 野 嘉津子

Helping Parents to be Confident
―Through the Activity of Munakata-City Child Rearing Center―

Kuwano Kazuko

要旨 子育てを取り巻く問題が深刻化する中で、国のエンゼルプランを始め市町村の施策、市民によるボラン

ティア活動など「子育て支援」への取り組みが広がってきている。しかし、「子育て支援」の目的や方法などは

まだ確立されたとは言えない。宗像市子育て支援センターでは親が自信を持って生き生きと子育てができるよ

うになることを目指して子育て支援の事業を展開してきた。ここでは宗像支援センターでの取り組みを通して

子育て支援のあり方を検討する。

キーワード 子育て支援、育児不安、親の育児力、子育て交流

Ⅰ.はじめに

人類の歴史の中で延々と営まれてきた「子育て」が

今、危機的状態にあるといわれている。不登校、引き

こもり、少年犯罪、児童虐待など、子どもに直接関わ

る事柄が大きな社会問題となり、子どもの心が育たな

い、育っていないことが指摘され、あらためて、乳幼

児期の子育てが問われている。一方、子育てに携わっ

ている親の不安や疲労感は増大している。子どもの時

に生活の中で子育てに関わる体験をほとんどすること

なく大人になり、生まれて初めて触れる赤ちゃんが我

が子であるという場合が多く、子どもをどう扱ったら

よいのかわからないという戸惑いが育児不安へとなっ

ている。また、核家族化や地域の交流の希薄化が進む

ことにより母親は孤独な子育てを強いられ、不安や悩

みをひとりで抱え込み、子育てに自信をなくしている

様子がうかがえる。さらには、晩婚化、未婚化、ライ

フスタイルの変化に伴い少子化が急激に進んでいる。

このような中で、従来、個々の家庭や親に任せてお

けばよいと考えられていた子育てを、社会全体の取り

組みとして支援していく必要性が生じてきた。

国は、少子化という視点から「新エンゼルプラン」

を策定し、市町村でも様々な「子育て支援」の取り組

みが始まった。また、地域では「子育てサークル」の

リーダーや「子育て支援ボランティア」による活動が

広がってきた。

現在、盛んに取り組まれつつある「子育て支援」で

はあるが、その現状を見てみると、目的や方法、誰が

誰をどう支えるのかなど、「子育て支援」の理論やアプ

ローチの方法、技術などはまだ十分に確立されていな

い。「0123吉祥寺」（柏木惠子ら、1997）「江東区子ども

家庭支援センター みずべ」（新澤誠治、2002）などで

の取り組みが報告されているが、「子育て支援」のあり

方については模索段階である。

宗像市においても子育て支援を推進していく拠点と

して「子育て支援センター ふらこっこ 」が2002年７

月に誕生し、様々な取り組みを行ってきた。
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そこで、本稿では「宗像市子育て支援センター」の

取り組みについて報告するとともに子育て支援のあり

方について検討していく。

Ⅱ.宗像市子育て支援センター

１.宗像市子育て支援センター ふらこっこ 誕生の

経緯

宗像市は自然に恵まれ文化遺産なども数多く分布す

る地域である。また、２つの政令指定都市の中間に位

置し、ベッドタウンとして発展、人口約９万人、出生

児数は年間約600人の地方都市である。両親とその子ど

もだけのいわゆる核家族の家庭は８割を超える。

宗像市で2000年に実施した子育てに関する意識調査

（宗像市、2000）の中で、子育てに生きがいを感じて

いる反面、「いらいらする」「精神的負担を感じている」

など子育てに何らかの不安を持つ親が９割に達し、１

割以上の母親が「子どもの育て方がわからない」と答

え、父親の約半数は育児に積極的に関わっていないと

いう状況が明らかになった。また、子育ての不安や悩

みを誰にも相談しない理由について、「相談しても無駄

だと思う」「相談するのが恥ずかしい」「誰に相談して

よいのかわからない」などが挙げられていた。さらに、

半数近くの親が、子育ての悩みを解消するためには「信

頼できる身近な人に気軽に相談できること」と答えて

いた。さらに、同市の2001年の調査（宗像市、2002）

では「地域のことにはあまりかかわりたくない」とす

る割合が増えていることもわかった。

このような宗像市の子育てをめぐる状況から、親と

しての育児力を向上させること、親同士や地域の交流

の中で子育てができること、気軽に相談できて、的確

なアドバイスを与えてくれる相談窓口が身近にあるこ

とが必要であり、これらを主眼に置いた施策に取り組

むことが急務であると考えられた。

そこで、親同士の交流の場、体験・学習の場、相談

の場の提供を行い、親の育児力を高めることを目的と

するとともに、子育て支援ボランティアやサポーター

の養成を行い、地域での子育て支援をコーディネイト

する子育て支援センターを開設し、宗像市の子育て支

援推進の拠点とした。

２.子育て支援の基本的考え方

子育て支援の具体的方法としては、様々なあり方が

考えられる。ニーズによっては一時保育や延長保育な

ど多様な保育サービスを準備することや、親子教室な

ど親子で楽しめるイベントを用意することも一つの方

法であろう。しかし、保育サービスやイベントで一時

的に子育てから解放され、あるいはストレスを解消し

たとしても、日常に戻ればまた果てしなく続く子育て

が待ち受けているという事実は変わらない。この日常

の子育てを親として生き生きと取り組めるように支援

することこそが子育て支援の基本的な課題であるとい

う考えの基に、宗像市子育て支援センターとしての事

業を展開している。従って、支援の対象は子育てをし

ている親であると考える。様々な事業への参加がその

場限りではなく、家庭での子育てにつながるように支

援を行っていく中で、次第に親としての自信を持ち、

自立した親として楽しくそしてしっかりと子育てに取

り組むことができるようになることを目指している。

そして、子育て中の親を支援することで子どもの健全

な育ちに関わっている。

３.宗像市子育て支援センターの施設の概要

宗像市子育て支援センター ふらこっこ は、JR赤

間駅からすぐ、県道に面した場所にある。もとは銀行

があった建物の２階部分約150㎡を利用している。駅に

もバス停にも近く交通の便はよいが、屋外のスペース

が無く、駐車場も50メートルほど離れた場所にある。

４.宗像市子育て支援センターの事業

子育て支援センターとして次の５つの事業を行った。

⑴ 子育て交流事業

子育て支援センターの中心事業として、親、子、職

員、ボランティアが互いに交流できる場として設定し

ている。家庭の中での孤独な子育てから一歩踏み出し

て、仲間とともに支え合いながらの子育てへのきっか

けとなることをねらっている。また、このような交流

の中で、日頃のストレスを解消し、さらに自然な形で

育児力を養うことができると思われる。この交流事業

は日常の子育てを支援するものであって、一過性のイ

ベントではない。日頃の子育ての延長上に下記のよう

な事業があり、家庭に戻ってからもそれを生かしなが
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ら子育てができるように計画している。

① 交流室

自由に来て自由に過ごすことのできる常設の交流室

である。親同士・子ども同士の交流の場となるように

している。家庭という密室の育児から解放され、子ど

もにとってはのびのびと遊べる場、親にとってはほっ

とできる場となる。用意してあるおもちゃで遊んだり、

絵本を読んだり、持参したお弁当を食べたり、お昼寝

をする子どももいる。ここでの約束事は、子どものこ

と、特に安全については親が責任を持つことと、みん

なが気持ちよく過ごせるように、他の利用者のことも

配慮するということである。職員は子どもの動きや関

心に応じて適切に対応しながら親子の関係の樹立を促

し、孤立している親同士を結びつけるという黒子とし

ての役目を担う。このような中で、親同士あるいは職

員と子育ての疑問や悩みを気軽に語り合うことで不安

は軽減され、子育ての仲間を持つことができる。よそ

の親や職員が子どもへの接する様子や育て方を見て学

び、よその子どもの成長の様子についても知ることが

できる。また、親子ともに、人との関わり方を学び、

社会性を養う場にもなる。

② スポットタイム

１回20分程度の親子遊び（新聞遊び、折り紙、指遊

び、絵本他）の時間である。これはイベントとしての

「親としての自信」を支援するために

写真１ 子育て交流室

資料１.施設の概要

⑴ 目 的

子育て中の親の子育てを支援するとともに親の育児力を高めることを目的とする。また、本市の子育て支援の

拠点施設としての役割を果たす。

⑵ 場 所 宗像市土穴201番地２ (旧福岡シティ銀行赤間支店２階）

⑶ 施設概要 事務室：36.95㎡ 交流室：55.17㎡ 学習室兼会議室：22.11㎡

相談室： 9.80㎡ トイレ：13.11㎡ 給湯室：10.78㎡

⑷ 開設期日 平成14年７月２日

開 館 日 火曜日から土曜日（祝祭日及び12月29日から１月３日まで休館日）

開館時間 午前９時～午後５時30分（交流室は、午前10時～午後４時）

⑸ 職員体制 所長（常勤嘱託職員）１名、子育て指導員（非常勤嘱託職員）１名、

補助指導員（臨時職員）５名 合計７名

⑹ 機 能 ①子ども同士・親同士の交流の場

②親が気軽に情報交換・意見交換できる場

③自由に学習ができる場

④相談できる場

⑤情報を提供する場

⑥人材の育成及びコーディネート

⑦育児力を高める各種講座等の企画・実施

⑧子育てサークル等の育成・支援

⑨地域での子育て支援・組織のコーディネート

⑩保育所・幼稚園との連携

写真２ 遊び疲れてお昼寝。起こさないでネ
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親子遊びではなく、日常の中での親子の触れ合いのヒ

ントを提供するものである。子どもと何をして過ごし

たらよいのかわからないという親が自分自身も楽しみ

ながら学ぶ場としている。

③ 誕生会

毎月１回、身長、体重の記録と手形を押したカード

を誕生月の子どもにプレゼントし、その月に生まれた

子どもをみんなでお祝いするとともに親としてのがん

ばりをねぎらう会にしている。また、親にはみんなの

前で子どものことや子育てについてなど親としての思

いを語ってもらう。誕生日という節目に自分の子育て

を見つめ直し新たな子育てのスタートとなることを目

的としている。

④ ママも楽しく遊ぼう >

子育て中の親、特に母親は幼い子どもがいることで

行動は制限され、自分自身が遊んだり楽しんだりする

機会は少ない。我慢ばかりを強いられているという思

いがストレスをもたらしているといえる。しかし、子

どもが側にいても楽しみながら気分転換していくこと

が必要であろう。ここでは紙風船バレーボール、お手

玉大会、おはじき、あやとりなどをみんなで楽しむこ

とで気分をリフレッシュすることができることを体験

する。

⑤ 手作りおもちゃを作ろう >

身近なものを使ってできるものを紹介する。ここで

の活動を通して、子育てに積極的に関わることの面白

さや充実感を体験することができると考える。

⑥ 外に行って遊ぼう >

子どもにとって外で思いっきり遊ぶことは発達の上

でとても重要なことである。しかし、「公園に行っても

誰もいない。」または、「暑いから」「寒いから」などの

理由で外遊びを好まない親が増えている。宗像市子育

て支援センター ふらこっこ には屋外のスペースが

ないため、外遊びのために公園で遊ぶ日を設定した。

また、月に１度はピクニックを計画し、子どもは外遊

びの楽しさを、親は外遊びの良さを認識する機会とし

ている。また、あまり利用されないままになっている

公園の利用の促進にもつながると考える。

⑦ 季節の行事

７月に「ふらこっこまつり」、12月に「ふらこっこの

小さなパーティー」、２月は「豆まき」、３月「ママの

ためのひなまつり」、５月「大きくなあれ、こどもの

日」、「自分で作ろう母の日のプレゼント」、６月「父の

日のメッセージカードを作ろう」を季節の行事として

開催した。単調になりがちな子育ての中にこのような

季節の行事を取り入れながら生活を楽しむことで家族

としてのきずなを深めることを提案している。そのた

めに、家庭でも気軽に取り入れられるヒントとなるよ

うな行事を企画した。
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写真３ スポットタイムでママといっしょに

写真４ 誕生会。ママの一言に感動

写真５ ピクニックで食べるお弁当、みんなで食べれ

ばおいしいね。
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⑵ 学習事業

① ワンポイント子育て塾

～にこにこ笑顔でしっかりと子育て～

子育てのための基礎知識や子育てをしていくための

考え方など、子育ての基本を学習する講座とし、筆者

が講師を務める。初めての託児を経験する子どもに

とっても、子どもと離れて学習する親にとっても無理

がないように各回とも40分とし、次の５つの講座を繰

り返し開講している。

１）親子関係を育むポイント

２）子どものしつけ～ほめること・叱ること～

３）子どもと生活習慣

４）子どもの遊びと発達

５）「私」と子育て～我が家流の子育てを～

子育て中は予定が立てにくい。そこでこの基本の５講

座については繰り返し開講し、都合のよいときに都合

のよい順番で受講できるようにしている。また、託児

についてはそれ以前に交流室を利用して職員や場所に

ある程度馴染んでいることを条件とし、子どもが初め

て経験する託児が子どもの成長にとってもプラスとな

るようにきめ細かな配慮をしている。また、それぞれ

に離れて過ごした後の親子の出会いの瞬間を大切にす

ることで親子関係の樹立の再確認の機会としている。

この５つの講座をすべて修了したら交流室に来ている

親子みんなの前で終了証を渡し、５回それぞれにがん

ばった親子を称えている。子育てはいくらがんばって

もその結果がすぐに形として現れるものではなく、ま

た、評価されること、ましてや褒められることなどほ

とんどない。そこで称えたり、認めたり、ねぎらった

りする機会を持つことで親としてのがんばりを支える

ことが必要であると考える。

② ふらこっこ>クラブ

親が支援される側として受け身になるのではなく自

ら自発的な活動を展開する中で、子育てしながらの生

活を楽しく充実したものにできるのではないだろうか。

そこで、子育てをしながら、外遊びや子育てについて

の学習会、趣味の会などを自主的に企画、運営する利

用者のサークル活動を ふらこっこ>クラブとしてそ

の活動を育成、支援した。

⑶ 相談事業

気軽に相談できる場を提供することにより、子育て

をしていく中で生じる疑問や不安をその場で解消でき

るように子育て相談を実施した。内容によっては、保

健や福祉等の関係機関と連携し、交流室の利用をすす

めるなど継続的に関わるようにしている。

①交流室での日常的な相談。

②電話相談 相談専用の電話による対応。

③面接相談 相談室での面接。

⑷ 情報提供事業

子育ての忙しさの中で、新聞や広報誌をゆっくりと

読む暇がないと訴える母親は多い。子育てに関する必

要な情報が必要な人に届いていない場合も多いと思わ

れる。そこで、掲示板や情報ファイルにより情報（市

の広報誌の掲示、子育てに関する講座、子育てサロン、

サークル、保育所、幼稚園などの情報）の提供を行なっ

た。特に、子育てに必要だと思われる情報は利用者に

わかりやすい形で掲示するなどの工夫をしている。ま

た、インターネットによる検索が自由にできるように

している。

⑸ 地域子育て支援サポート事業

子育て支援センターでは様々な子育て支援事業に取

「親としての自信」を支援するために

写真６ 市長さんも一緒に小さなパーティ 写真７ ワンポイント子育て塾終了。ママも私もがん

ばったよ。
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り組んでいるが、この取り組みだけで、すべての子育

て家庭を十分に支援することは不可能である。日常の

生活をする地域社会に親と子どもとがともに育つ場を

築いていくことが不可欠である。そのためには、地域

でのリーダーを育成するとともに、その活動を支援す

る必要がある。そこで、下記の事業をおこなった。

①子育てサークルリーダー会議

②子育てサークル・サロンのリーダー研修会

③子育て支援ボランティア養成講座

④地域コミュニティーセンターでの子育て支援事業

のサポート

⑤子育てサロン・サークルへコンサルテーション、

人材の派遣、玩具の貸し出しなど

５.利用状況

交流事業、相談事業の利用者はそれぞれ表１のとお

りであり、登録した子どもの数は645名（2003年９月現

在）となった。交流事業の大人の内訳は母親がほとん

どであるが、土曜日を中心に父親が利用するケースも

あり、祖母の利用もあった。子どもの年齢は６か月か

ら１歳10か月の子どもの利用が多かった。

ワンポイント子育て塾は７月までに４クール開催し、

のべ126人が受講した。

６.利用者へのアンケートの結果

2003年７月から８月にかけての２週間の間に来館し

た親に対し、アンケートを配布して回答を求める方法

で行った。回収数は70であったが、その結果は、半数

以上が週に１回以上利用しており、居住地域としては

支援センターのある地域が多いものの市内全域からの

利用があった。

利用しての感想や職員、事業内容についての評価は

ほとんどが「とてもよい」としており（図１．図２．

図３．）マイナスの評価は建物自体に対して「少し不便

である」という５件のみであった。具体的な感想につ
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表１ 交流事業利用状況

子ども 大 人 合 計 新規登録

７月 307 286 593 187

８月 298 271 569 67

９月 308 292 600 45

10月 341 328 669 49

11月 268 256 524 28

12月 200 202 402 24

１月 211 200 411 22

２月 222 208 430 21

３月 265 240 505 20

４月 288 261 549 25

５月 319 299 618 24

６月 337 313 650 36

７月 388 347 735 40

８月 293 282 575 20

９月 389 365 754 39

合計 4434 4150 8584 647

図１ スタッフの対応についてどう思われますか。

図２ ワンポイント子育て塾、スポットタイムなどの

講座や行事についてどう思われますか。

図３ 交流室を利用されてどう思われますか。
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いて主なものは次の通りである。

・親子で行けるところがあって心強い。

・いろんな人と友達になれるし、子どもと一緒にいて

息抜きもできる。

・いつも笑顔で気配りをしてもらえてうれしい。

・気軽に何でも聞くことができて、実家の母親のよう

な感じがする。

・育児のちょっとしたアドバイスがとても参考になる。

・子どもの名前をおぼえてくれて、うれしい。子ども

の成長を喜んでくれて、うれしい。

・育児に行き詰まっていた時にワンポイント子育て塾

を受講して本当に救われた。

・家の近くに交流室のようなものがあればいいのにと

思う。

７.宗像市子育て支援センターでの事業をとおして見

えてくるもの

「あのお母さん変わったよねえ。」支援センターが

オープンして３か月が経った頃から職員がよく口にす

るようになった言葉である。笑顔が出て明るくなった、

自分から話しかけるようになった、生き生きしている、

楽しそうにしている、積極的になったということであ

る。私自身、母親たちがこんなに目に見えて成長して

いく様子は驚きであった。

最近の母親は子育てが下手になり、子育てに自信を

失ったり、子育てに困難を抱えていたりしていること

が多いと言われている。確かに、宗像市子育て支援セ

ンターに初めてやってくる母親にもそのような様子が

うかがえて配慮をしながら職員が対応することが多い。

しかし、はじめは暗い顔をしていた母親達が支援セン

ターに通ってくるうちに表情がみるみる明るくなって

くる。そして、ほんのわずかな期間で、子どもの成長

とともに親自身も成長し、親として自立し生き生きと

子育てに取り組むようになるのである。この親として

の成長には目を見張るものがあった。やがて、初めて

来館した親子に自分から声をかけ、おもちゃを出して

あげる、眠ってしまったよその子のために布団を敷く

などの世話をしてくれる。疲れ切った近所の母親の様

子を心配し、支援センターを紹介し連れてきたり、ど

うしたらよいかと相談したりしてくる。このような母

親は一人や二人というわけではなくほとんどの母親が

積極的に子育てに取り組むようになるのである。ここ

に通ってくる母親たちを見ていると、子どもをしっか

りと育てたいという子どもへの思いは少しも変わって

はいないということを感じる。経験がないためにどう

したらよいか分からず、とまどい、不安になったり、

自分勝手なやり方の子育てをした結果、子どもが不適

応をおこしていたりしているのである。ある母親は、

子育て座談会の時に「がんばって離乳食を作っても子

どもが食べてくれず、疲れて子育てが嫌になっていた

時期に子育て支援センターを利用することができ助

かった。育児書の通りにしなくてもよいことがわかっ

てほっとした。子どものことをまたかわいいと思える

ようになってよかった。」と話していた。また、別の母

親は「子どもは一人一人違うっていうけど、本当だな

あとここに来て初めて分かった。」と話した。子育てを

通しての交流があって、気軽にそして的確に教えてく

れる人、少しだけ支えてくれる人がいれば、十分に母

親として自立していくこと、そしてやがては人の子育

てを支える側になっていくであろうことがこの一年間

の取り組みではっきりと見えてきたと言っていいので

はないだろうか。

一方、親子関係がすでにうまくいかなくなっている

などの、大きな困難を抱えている親子には、個別の手

厚い支援が必要であり、現在の宗像市子育て支援セン

ターのメニューだけでは対応が難しい。このような親

子は一部ではあるがその割合は少しずつ増えているよ

うに感じる。支援センターとしてどのように関わって

いくのか今後さらに検討していく必要があると感じて

いる。

また、宗像市では、以前から「子育てサークル」の

活動が活発で、そのリーダーが中心になって「子育て

ネットワーク」を組織し、子育て支援に意欲的に取り

組んでいる。また、地域の子育てに関心がある人々が

子育て支援ボランティアとして「子育てサロン」を作

り活動を始めている。しかし、活動のあり方や親子へ

の対応の仕方など同じような問題に苦慮しており、意

欲的に取り組むほど大きな困難を抱え込んでしまいが

ちである。このような地域のボランティアに対してコ

ンサルテーションなどの取り組みをしてきたが、さら

に地域における子育て支援のためのシステム作りが必

要であると感じる。
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Ⅲ.子育て支援のあり方と今後の課題

宗像市子育て支援センターでは「親の育児力をつけ

る」という目的のもとに様々なメニューを用意したが、

一人一人に対して手厚い支援をしたという訳ではない。

大多数の親にとっては、ほんのわずかな支援ではある

が、それこそが親にとっては必要であり、その後の子

育てが順調にいくかどうかに大きく関わる重要なこと

である。そのような意味で、宗像市子育て支援センター

のこの一年間の取り組みは有効であったといえるだろ

う。

親の育児力を向上させることと親同士や地域との交

流の中で子育てができるようにすることは、子育て支

援においては欠かすことのできない視点である。そし

て、分からなければできないのは当たり前という前提

の下に、子育ての早い時期から子育て家庭にアプロー

チしていく必要があるだろう。親子の間に問題が生じ

てから対応するのでは、親子にとっても、支援する側

にとってもその負担は大きすぎる。また、長い子育て

の間には、子どもの成長に伴い親としての対応に困難

を感じやすい節目があるように思う。たとえば、離乳

食をどう食べさせるかで悩む時期、イヤイヤが始まる

時期、二人目の子どもが生まれた時などである。その

ような時期に合わせて、きめ細かく支援していくこと

も必要である。少しずつ教えてもらい、助けられなが

ら困難な時期を乗り越えていくことで、その先にも訪

れるであろう子育て上の困難を親として自分で乗り越

えていく力と自信を培っていくものと考える。

前にも述べたが、子育て支援は子育て支援センター

などの公的機関だけで完結するものではない。すべて

の親子をしっかりと支援していくためには、親子の生

活の場である地域社会が子育ての交流の場となること

が重要である。子育て支援センターによる子育て交流

はそのきっかけに過ぎない。少しの支援で自立してい

く大多数の親については、子育ての初期や節目を支援

センターで支え、日常的には地域の輪の中で子育てを

支え合うシステムを作ること、その結果生じる余力で

専門性を要する大きな困難を抱えた親子にも十分対応

することができるようになるであろう。子育て支援セ

ンターの中だけで支援を進めるのではなく、地域で子

育てを支援できるように育成、コーディネイトすると

いう視点も忘れてはならない。

Ⅳ.おわりに

宗像市子育て支援センターの子育て交流室の母親に

は笑顔と優しさがある。そしてその笑顔と優しさは子

ども達に、さらには新しく来た親子へと伝わっていく。

「そろそろ二人目もいいよね。」「できたら三人かな。」

などと夢を持って語っている姿が見かけられ、実際に

「おめでた」という幸せな報告が次々に届いている。

このような様子を見ていると、子育てはまだ大丈夫、

少子化対策もそう難しい問題ではないと明るい気持ち

になってくる。しかし、大多数を占める一般的な親子

に対する支援を緊急性がないと言うことで後回しにす

るだけの時間はすでに残されていないであろう。また、

本稿ではふれなかったが、父親へのアプローチや次世

代の親となる子ども達をどう育てるかも重要である。

親が自信を持って生き生きと子育てに取り組み、そ

れを地域で温かく見守る社会づくりをすることが子育

て支援の最大の課題である。
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写真８ ポーズを決めて楽しいね。
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